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●患者様からの暴力・虐待(ペイシェントハラスメント)

医療・介護現場における患者/利用者の暴力・虐待を指す“ペイシェントハラスメント(ペイハラ)”が2025年1月富山県内の社会福祉法人施設で確認されています。車椅子に乗った高齢の男性患者が女性看護師の頭を叩き、男性看護師が男性患者を止めに入るが暴力が止むことはなく更に女性看護師の首をつかみ3度頭部を殴る鮮烈な映像が報道されています。

ペイシェントハラスメントは暴力や暴言、嫌がらせ、謝罪の強要だけでなく金銭補償の要求、無許可での動画撮影、インターネットでの誹謗中傷など多岐に及びます。原因としては患者様のサービス意識の強さや医療に対する過度な期待・理解不足が挙げられますが、病院・施設側の原因として説明不足や認識齟齬、高圧的な態度などがきっかけとなることも多いのが実情です。

≪ペイシェントハラスメントに遭遇した際の対処法≫

1 冷静に複数人で対応する
2 相手の話をしっかり聞くように心がける
3 毅然とした態度で接する
4 場所を変えて話し合いをする
5 時間を空けて対応する
6 警察や弁護士などに協力を求める

法人施設内での発生の場合にはまずは周囲の部署職員に協力を求め、管理者へ報告・相談し対応を検討していくことが望ましいと思います。
今回は職員から患者様/利用者様への虐待ではなく、反対の立場として患者様/利用者様からの虐待・暴力を紹介・啓発させていただきました
今一度虐待について考えなおす機会としていただき、虐待を防止するためにはどのような関り方や意識が必要であるのかを再確認するようにお願いいたします。
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